
【２月中の取引】

１）商品￥300,000を売り上げ、代金は掛けとした。

２）商品￥200,000を仕入れ、代金は掛けとした。

３）商品￥700,000を売上、代金は掛けとした。

４）仮店舗の出店のための支払手数料￥100,000および広告宣伝費￥200,000を普通預金口
座から振り込んだ。

５）所得税の源泉徴収額￥50,000を当座預金口座から振り込んだ。

６）商品￥800,000を売り上げ、代金は掛けとした。

７）仮店舗のつり銭を用意するため、現金を銀行で両替し、手数料として￥500を現金で
支払った。

８）仮店舗で商品￥900,000を売り上げ代金は現金で受け取った。

９）仮店舗の現金を集計したところ、帳簿上は￥300,000であったが実際には￥302,000で
あったため、差額を現金過不足として処理した。

１０）現金￥302,000を普通預金口座へ預け入れた。

１１）商品￥300,000を仕入れ、代金は小切手を振り出して支払った。

１２）普通預金の利息￥100が普通預金口座へ振り込まれた。

１３）従業員の給料￥400,000から所得税の源泉徴収額￥30,000および従業員貸付金の元本
返済額￥70,000を差し引いた残額を当座預金口座から振り込んだ。

１４）得意先から掛代金￥900,000が当座預金口座へ振り込まれた。

１５）仕入先へ掛代金￥800,000を当座預金口座から振り込んだ。

１６）当座預金口座から￥2,000,000を定期預金口座へ預け入れた。

１７）家賃￥300,000が当座預金口座から引き落とされた。

１８）水道光熱費￥10,000および通信費￥20,000が当座預金口座から引き落とされた。


